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子 一宮でパリのデザイナーのショーが開かれたことがあった、と聞いたことがあるけど。 
父 そうだよ。市制７０周年を記念してね。１０回も続いたよ。 
 
１７、パリの香り 

日米繊維協定で失われた輸出市場を再開

拓しよう昭和５４年（１９７９年）、日本毛

織物等工業組合連合会(毛工連)、日本羊毛紡
績会、毛麻輸出組合の羊毛３団体は香港で

「香港毛織物展示会」を開催したのに次いで、

５６年（１９８１年）にはニューヨークでも

展示商談会を開催した。アメリカの高い関税

を乗り切って輸出するには高い付加価値が

求められたが、それを踏まえて尾州産地から

多数が参加した。参加者はアメリカの有名な

ブランドバイヤーの来場に大いに沸いたこ

ともあった。アメリカのアパレルも日本の質

の高い毛織物を求めていた。 
会場では開催日毎に成約状況をまとめ、記

者は連日、その成果を日本に送稿した。香港、

ニューヨーク展はその後も継続して開催さ

れ、香港展は６２年（１９８７年）までの９

回、ニューヨーク展は平成３年（１９９１年）

までの１１回で中止となった。なぜ香港とニ

ューヨークの２箇所で開いてきたのか。それ

はアメリカのアパレルが中国大陸を背景に

した香港で縫製や編み立てを行っており、こ

れとの有機的連動を考慮したためである。 
羊毛３団体合同による長期にわたる海外

展の開催は、過去に例をみない快挙であつた。

アメリカの高い関税率を乗り超えて輸出す

るのは至難の技であったが、それでも毛織物

輸出の３０％（８１年＝３,８０８万㌦）はア
メリカ向けだった。尾州の生地をアメリカの

アパレルに問いかけて、品質と感性を国際水

準に高めるという大きな成果を残した。現在、

残念ながらアメリカ向け毛織物輸出はコス

トの問題があって皆無に近い。 
また経済力をつけてきた中国は尾州にと

っても「無視できない存在」という見方が高

まる中で、５７年（１９８２年）には尾州産

地が中心となり「日本紡織産業訪中団」を結

成、北京、上海などを訪れた。団長となった

尾西毛工伊藤隆理事長は中国の毛織工場に

ついて「尾州の群小工場に比較すれば、その

スケールは段違いで、対比の沙汰
さ た

ではない」

（『毛織のメッカ尾州』）と、その後の発展を

予想している。 
伊藤理事長の予想通り、中国は繊維大国に

なり、現在、わが国は中国から衣料品を大量

に輸入して、これが産地の空洞化を促進した。

製品が輸入されては手の打ち様がない。 
ところで、オイル・ショックで苦しんでい

た４８年、尾州に総合的なファッションセン

ターを作ろうという動きが生まれた。不況を

乗り切るため、尾州産地の中核機関として発

案されたもので、尾西毛工の小川理事長や一

宮商工会議所豊島半七会頭などが積極的に

動いた。豊島会頭はこの目的を「テキスタイ

ルとアパレルの融合」（『ＦＤＣ２０周年の足

跡』一宮地場産業ファッションデザインセン

ター）に置いた。 
多くの場合、尾州の毛織物は生地問屋を通
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してアパレルメーカーに販売されているが、

生地と既成服のメーカー同士がもっと有機

的に結び付いて、消費者に対応する必要があ

った。５３年（１９７８年）に「尾張地方繊

維振興対策事業推進期成同盟会」が産地あげ

て結成され、５９年に待望の一宮地場産業フ

ァッションデザインセンター（ＦＤＣ）の開

館となった。現在、ＦＤＣは尾州のファッシ

ョン化に取組んでおり、パリのファッション

情報会社ネリーロディ社と提携して、国際的

に通用する産地作りの先頭に立っている。 
国際的という点で画期的なイベントが平

成３年（１９９１年）、一宮市で行われた。

市制７０周年を記念してパリのオートクチ

ュールデザイナーを招聘して、「パリ・ファ

ッション・ファンタジー９１」の名称でショ

ーを行ったのだ。参加したメゾンは森英恵、

オリビエ・ラピドスであったが、尾州にいな

がらパリで活躍するデザイナーのショーを

見ることができるとあって会場は熱気にあ

ふれていた。尾州に新風を吹き込んだショー

だったが、これは１０回続いた。パリの一流

デザイナーのショーが、１０回も続くとは多

くの尾州の人は思っていなかった。しかし、

豊島会頭などの幹部は「１０回は続ける」

（同）と堅く決意していた。決意がパリを尾

州産地に呼び込んだ。 
パリの華やかな匂いを満喫していた尾州

産地だが、産業構造上で重大な事態が進展し

ていた。５１年（１９７６年）、通産省は織

機設備の自由化を打ち出した。新規参入者に

対する設備新増設制限は平成４年、既存業者

は平成５年に制限を解除する方針を決めた。

過剰設備をなくすため設備の買い上げ廃棄

を進めてきた全国の産地は猛烈に反対した

が、自由化という波は避けられなかった。尾

西毛工は平成４年（１９９２年）設備登録制

全廃を決議した。 登録という絆
きずな

で結ばれて

いた組合は、弱体化の危惧を持つたが、国際

的なコスト競争力のためには法律で増設、新

設を禁止するという護送船団方式はマイナ

スであり、歴史の必然だった。 
昭和６０年（１９８５年）、膨大な輸入製

品の氾濫、産地の空洞化という今日の繊維・

ファッション産業の現状を形付ける出来事

が起きた。今日の尾州の苦境もここを起因と

しているが、それまで１㌦２００円台で推移

していた為替が、この年に開かれた主要先進

国の大蔵大臣と中央銀行総裁会議（プラザ合

意）で円の水準是正が求められ為替は６１年

（１９８６年）に一気に１㌦１７０円となり、

その後一時的に９４円（平成７年＝１９９５

年）まで上がるという事態になった。 
円高が輸入品増加を招き、昭和６２年（１

９８７年）にはわが国繊維・ファッション業

界の貿易は輸出と輸入が逆転し、入超になっ

た。基本的に輸入は増加を続け、平成１３年

（２００２年）には輸入２兆８,４４２億円、
輸出９,１８０億円となった。この輸入増加を
定着させたのが、日本企業の中国進出である。

わが国繊維産業の中国投資は平成７年（１９

９４年）に２８３件で最高を記録したが、そ

の前後は毎年２００件を越える投資が続い

た。尾州産地は洪水のように入る製品に押さ

れ、音を立てて崩れ始め、瓦解
が か い

の危機に見舞

われた。 
過去のピークに比べて、平成１４年（２０

０２年）に紳士機屋は５８％、婦人機屋は４

７％もそれぞれ減少し、売上高では紳士服地

は１,４５７億円から３９０億円に、婦人服地
は１,８１９億円から５７０億円に減少した
（リサーチセンター資料）。太平洋戦争でわ

が国毛織業界は戦前の設備の約７０％を失

ったが、それに匹敵する惨状である。 
 

 


